
第
２
滑
走
路
供
用
ま
で
の
歩
み

２
０
０
３


年
度

　
福
岡
空
港
の
総
合
的
な
調
査

２
０
０
９


年
度

　
構
想
・
施
設
計
画
段
階

２
０
１
２
年
度

　
環
境
影
響
評
価
︵
ア
セ
ス
メ
ン
ト
︶

着
手

国
内
線
タ

ミ
ナ
ル
地
域
再
編
事
業

着
手

２
０
１
５
年
４
月

　
滑
走
路
増
設
事
業
新
規
事
業
化

２
０
１
６
年
３
月

　
航
空
法
上
の
混
雑
空
港
に
指
定

２
０
１
６
年
６
月

　
滑
走
路
増
設
事
業
工
事
着
手

２
０
１
８
年
２
月

　
新
貨
物
地
区
供
用
開
始

２
０
１
９
年
４
月

　
福
岡
国
際
空
港
に
よ
る
運
営
開
始

２
０
２
０
年
１
月

　
国
内
線
タ

ミ
ナ
ル
地
域
再
編
事
業

完
了

２
０
２
０
年
３
月

　
ヘ
リ
コ
プ
タ

施
設
︵
福
岡
市
東
区

奈
多
地
区
︶
供
用
開
始

２
０
２
４
年
９
月

　
滑
走
路
や
誘
導
路
な
ど
の
基
本
施
設

完
成

２
０
２
４
年

月

　
新
管
制
塔
運
用
開
始

２
０
２
５
年
３
月

日

　
第
２
滑
走
路
供
用
開
始

安
全
・
安
心
快
適
な
玄
関
口
へ
能
力
向
上

福岡空港滑走路増設事業　あす供用

地域経済への波及効果期待

国土交通大臣

中野　洋昌

供　用　式

航
空
網
生
か
し
世
界
の
活
力
呼
び
込
む

プ
ロ
ジ

ク
ト
の
概
要

受・発注者連携し難工事を完遂

（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　３月１９日　（水曜日）

　
福
岡
空
港
︵
福
岡
市
博
多
区
︶
の
急
増
す
る
航
空
需
要
に
対
応
す
る
た
め

国
土
交
通
省
が
進
め
て
い
た
﹁
福
岡
空
港

滑
走
路
増
設
事
業
﹂
が
完
了
し
た

延
長
２
８
０
０

の
既
存
滑
走
路
の
西
側
に
並
行
し
て
２
５
０
０

の
新
た
な
滑
走

路
を
整
備

処
理
能
力
の
向
上
に
よ
り
混
雑
緩
和
や
定
時
性
の
向
上
が
図
ら
れ

地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る

事
業
化
か
ら

年
を
経
て
完
成
し
た
第
２
滑
走
路
は
３
月

日

待
望
の
供
用
を
迎
え
る


　
※
写
真
提
供
‖
国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局
︵
供
用
式
を
除
く
︶

　３月日に福岡空港増設滑走路の供用を迎えることと
なりました。
　福岡国際空港株式会社、地元の自治体・経済界の皆さ
ま、建設関係者の皆さまなど、本事業に携わってこられ
ました全ての関係者の皆さまのご尽力に、こころより感
謝・御礼申し上げます。
　福岡空港は、福岡市中心部から地下鉄で分という世
界でも有数の、都心からのアクセスの良さを活かし、西
日本の拠点空港として、また我が国の東アジアへのゲー
トウェイとして機能してきました。
　しかしながら、年々増加する旅客需要に対するその処
理能力向上が喫緊の課題となっておりました。
　このため、平成（）年度に滑走路増設事業に着
手し、これまで年の間、空港を運用しながら本事業を
着実に進めてまいりました。
　政府では、年の訪日外国人旅行者数万人を目
標に掲げているところですが、この度の増設滑走路の供
用開始により、福岡空港が東アジアをはじめとする海外
の皆さまをお迎えするゲートウェイとしてさらに重要な
役割を果たし、観光やＭＩＣＥ（マイス）の促進、地域
経済への波及などの効果を発揮することを期待しており
ます。

　
国
土
交
通
省
大
阪
航
空
局
と
九
州
地
方
整

備
局

福
岡
国
際
空
港
の
主
催
に
よ
る
﹁
福

岡
空
港
増
設
滑
走
路
・
国
際
線
旅
客
タ

ミ

ナ
ル
ビ
ル
等
増
改
築
供
用
式
﹂は
３
月
２
日


国
会
議
員
や
地
元
自
治
体
の
首
長

経
済
団

体
の
代
表

建
設
業
関
係
者
ら
約
３
５
０
人

が
出
席
し
福
岡
市
内
で
盛
大
に
開
か
れ
た


　
冒
頭

中
野
洋
昌
国
土
交
通
相
は
多
く
の

関
係
者
の
熱
意
と
尽
力
に
謝
意
を
示
し


﹁
福
岡
空
港
が
東
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る

海
外
の
皆
さ
ま
を
迎
え
る
ゲ

ト
ウ

イ
と

し
て
さ
ら
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

観
光

や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
︵
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
︶
の
促

進

地
域
経
済
へ
の
波
及
な
ど
の
効
果
を
発

揮
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
﹂
と
あ
い
さ

つ
し
た


　
来
賓
の
服
部
誠
太
郎
福
岡
県
知
事
は
﹁
多

様
化

増
大
す
る
航
空
需
要
に
応
え

空
港

サ

ビ
ス
の
向
上

二
次
交
通
へ
の
乗
り
換

え
の
改
善
な
ど
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
つ

な
が
る
﹂
と
期
待
感
を
表
明

福
岡
空
港
を

最
大
限
活
用
し
﹁
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
の
活

力
を
し

か
り
と
取
り
込
み

世
界
か
ら
選

ば
れ
る
福
岡
県
を
実
現
し
て
い
く
﹂
と
決
意

を
述
べ
た


　
高
島
宗
一
郎
福
岡
市
長
は
﹁
国
や
県

福

岡
国
際
空
港
と
連
携
し
て
航
空
ネ

ト
ワ


ク
を
充
実
さ
せ
て
い
け
れ
ば
﹂
と
意
欲
を
見

せ
﹁︵
欧
米
豪
の
旅
行
者
ら
を
誘
致
す
る
︶

西
の
ゴ

ル
デ
ン
ル

ト
の
取
り
組
み
や
国

際
金
融
機
能
の
誘
致
な
ど
世
界
か
ら
人
や
企

業
を
呼
び
込
む
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
チ

レ

ン
ジ
を
し
て
い
き
た
い
﹂
と
力
を
込
め
た


　
事
業
概
要
説
明
な
ど
に
次
い
で
東
ア
ジ
ア

ト

プ
ク
ラ
ス
の
空
港
へ
の
発
展
を
祈
念
し

て
最
後
に
出
席
者
代
表
が
テ

プ
カ

ト

し

く
す
玉
を
開
披
‖
写
真

会
場
は
万
雷

の
拍
手
に
包
ま
れ
た


夜間に行われた地盤改良工事

基
本
施
設
完
成
後
の
全
景
︵
２
０
２
５
年
２
月
︶

　
九
州
・
ア
ジ
ア
の
玄
関
口

と
し
て
福
岡
県
や
九
州
全
体

の
社
会
経
済
活
動
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
福
岡

空
港

航
空
需
要
は
順
調
に

増
加
し

２
０
２
３
年
度
の

発
着
回
数
は

万
９
０
０
０

回

旅
客
数
は
過
去
最
高
の

２
４
９
３
万
人
と

と
も
に

滑
走
路
１
本
の
空
港
と
し
て

は
国
内
最
多
と
な

て
い

る

一
方

ピ

ク
時
間
帯

の
混
雑
に
よ
る
遅
延
の
発
生

や
将
来
需
要
に
対
す
る
能
力

不
足
が
長
年
の
課
題
と
な


て
い
た


　
空
港
能
力
の
向
上
を
図
る

た
め


年
度
か
ら
住
民
参

画
を
目
的
と
し
た
パ
ブ
リ


ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト

︵
Ｐ
Ｉ
︶
の
手
法
を
取
り
入

れ
て
総
合
的
な
調
査
や
構
想

・
施
設
計
画
段
階
の
検
討
を

実
施


　

年
度
に
は
国
内
線
便
の

誘
導
路
混
雑
に
よ
る
航
空
機

の
遅
延
や
増
設
滑
走
路
供
用

ま
で
の
空
港
能
力
不
足
へ
の

対
応
と
し
て

国
内
線
タ


ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
セ

ト
バ


ク
や
平
行
誘
導
路
二
重
化
整

備
な
ど
を
行
う
﹁
国
内
線
タ


ミ
ナ
ル
地
域
再
編
事
業
﹂

に
着
手
し
た

滑
走
路
増
設

事
業
は
同
年
度
に
環
境
影
響

評
価
︵
ア
セ
ス
メ
ン
ト
︶
が

ス
タ

ト
し


年
度
に
事

業
化
さ
れ
た


　
第
２
滑
走
路
は
延
長
２
８

０
０

の
現
滑
走
路
の
西
側

に
並
行
し
て
延
長
２
５
０
０


で
整
備
し

両
滑
走
路
の

中
心
線
の
間
隔
は
２
１
０



空
港
内
で
用
地
を
確
保

で
き
な
い
た
め

北
側
に
約

７


南
側
に
約
１

そ
れ

ぞ
れ
用
地
を
拡
張
し
た
後


関
連
施
設
を
移
設
し
た
上
で

液
状
化
対
策
の
た
め
の
地
盤

改
良
工
事

誘
導
路
・
エ
プ

ロ
ン
の
移
設

滑
走
路
の
新

設
工
事
な
ど
を
行

た


　
運
航
効
率
を
高
め
る
た

め

ヘ
リ
コ
プ
タ

施
設
は

福
岡
市
東
区
奈
多
地
区
へ
移

転

滑
走
路
２
本
に
よ
る
運

用
に
備
え
空
港
全
体
や
そ
の

周
辺
を
見
渡
せ
る
よ
う

国

際
線
地
区
側
に
国
内
２
番
目

の
高
さ
と
な
る
管
制
塔
を
新

た
に
整
備
し
た

総
事
業
費

は
約
１
６
４
３
億
円


　
空
港
制
限
区
域
内
で
行
う

工
事
は

航
空
機
の
運
航
終

了
後
か
ら
早
朝
に
か
け
て
の

夜
間
を
中
心
に
し
か
行
う
こ

と
が
で
き
ず

工
事
車
両
や

機
材
な
ど
の
搬
入
・
搬
出
を

日
々
行
う
必
要
が
あ
る
な
ど

多
く
の
制
約
の
中
で
進
め
ら

れ
た

作
業
時
間
が
非
常
に

短
い
難
工
事
で
は
あ

た

が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り

工
事
品
質
の
確
保
や
生
産
性

の
向
上
を
図

た
ほ
か

工

程
情
報
を
共
有
し
調
整
を
行

う
な
ど
技
術
力
を
駆
使
し


発
注
者
・
受
注
者
の
連
携
に

よ
り
計
画
通
り
に
完
了
し

た


　
滑
走
路
処
理
能
力
は
増
設

事
業
開
始
時
で
年
間

万
４

０
０
０
回
だ

た
が

誘
導

路
の
二
重
化
後
に
年
間

万

６
０
０
０
回
と
な
り

第
２

滑
走
路
供
用
後
は
年
間

万

８
０
０
０
回
に
向
上
す
る


第
２
滑
走
路
は
当
面

国
際

線
の
離
陸
専
用
と
し
て
運
用

す
る
が

将
来
の
需
要
動
向

を
踏
ま
え
地
元
の
理
解
を
得

た
上
で
増
枠
を
検
討
し

年

間

万
１
０
０
０
回
ま
で
の

処
理
能
力
向
上
を
想
定
し
て

い
る


増設事業工事着手前（年３月）


